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麟 
町
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
じ
 

こ て
こ お
に め
希 で
望 と
に う
あ ご 
」、ざ 
ttlい
た‘ま
新 す
春 

金
 
木
 
町
 
長
 

古
 
川
 
竹
 
夫
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
 

ざ
い
ま
す
。
 

昭
和
五
十
八
年
の
年
頭
に
あ
 
 

た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
謹
ん

で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。
 

を
迎
え
る
に
当
た
リ
町
民
各
位

の
ご
清
福
と
ご
繁
栄
を
心
よ
リ

拭
祈
怯
れ
し
上
げ
ま
す
o
 

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
に

よ
り
ま
し
て
町
長
に
当
選
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
早
や
三
カ
月
目

に
入
り
ま
し
た
が
、
今
さ
ら
な

が
ら
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思

い
で
あ
リ
ま
す
。
 

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
た
と

は
い
え
、
国
、
地
方
を
問
わ
ず

行
政
を
と
り
ま
く
環
境
は
経
済

不
況
を
反
映
し
誠

に
厳
し
い
も

の
が
あ
リ
、
金
木
町
の
経
済
も

農
業

の
低
迷
に
加
え
、
木
材
産

業
の
不
況
等
に
よ
リ
容
易
な
ら

ざ
る
状
況
に
あ
リ
ま
す
．
 

こ
の
よ
う
に
極
め
て
厳
し

い

現
状
に
お
い
て
こ
そ
、
皆
さ
ん
 

昭
和
五
十
五
年
三
月
改
選
以

来
早
や
三
年
を
経
過
し
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
が
そ
の
間
議
貝

一
同
微
力
な
が
ら
円
滑
な
議
会
 

・

運
営
と
町
政
発
展

の
た
め
、
誠

心
誠
意
、
懸
命
の
努
力
を
傾
注

し
て
参
っ
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
 

す
。
昨
年
は
前
年
と
打
っ
て
変
 

‘
 

．・
 I
 

・
 
，
 

‘
  

っ
た
好
天
に
恵
ま
れ
、
又
、
例
 

年
、
収
穫
時
に
訪
れ
る
豪
風
雨

災
害
に
も
見
舞
わ
れ
ず
、
稲
作

は
史
上
数
番
目
と
い
わ
れ
る
豊

作
に
恵
ま
れ
、
農
家
も
ホ
ッ
ト

胸
を
な
で
下
し
、
新
年
を
迎
え

た
よ
う
で
あ
リ
ま
す
。
 

さ
て
、
昨
年
の
我
が
金
木
町
 
 

と
心
を
合
わ
せ
、
創
意
と
工
夫

を
持
っ
て
、
清
潔

一
心
、
難
局

打
開
に
立
ち
向
う
の
が
私
に
与

え
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
、
皆
さ

ん
の
要
請
で
も
あ
る
と
自
覚
し

て
お
り
ま
す
。
 

生
活
基
盤
や
教
育
環
境
の
整

備
、
農
林
業
や
地
場
産
業
の
振

興
、
生
き
が
い
の
持
て
る
老
人

福
祉
対
策
な
ど
山
積
す
る
諸
間

題
の
解
決
に
尽
力
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
？
今
年
は
次
の
こ
と

が
ら
に
全
力
を
傾
注
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
 

一
、
機
構
の
見
直
し
を
行
い
，
 

一
部
事
務
の
機
械
化
委
託
を
 

は
一
昨
年
暮
か
ら
始
ま
っ
た
町

長
解
職
り
コ
ー
ル
署
名
運
動
、
 

そ
れ
に
町
長
が
任
期
半
ば
で
汚

職
事
件
の
た
め
辞
任
し
た
こ
と

に
よ
る
選
挙
之
い
う
目
ま
ぐ
る
 

し
い
争
で
も
か
リ
ま
し
た
・
 

"
 

”
 

【
  

昨
年
の
当
町
の
主
な
る
事
業
 

は
、

，嘉
瀬
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
 

建
設
、．
町
立
第
四
保
育
所
改
築

公
園
整
備
事
業
、
そ
れ
に
米
年

度
に
完
成
子
定
の
消
防
庁
合
移

転
新
築
等
が
あ
げ
ら
れ
、
又
、
 

今
後
の
事
業
と
し
て
は
五
＋
八

年
度
に
完
成
予
定
の
公
立
金
水

病
院
改
築
工
事
の
ほ
か
金
木
中

学
校
移
転
新
築
、
肝
風
山
内
真
 
 

実
施
し
、
経
費
の
節
減
を
図

り
ま
す
。
 

‘与
 

町
民
の
幸
せ
に
は
健
康
が

第

一
で
あ
り
、
健
康
づ
く
り

の
拠
点
と
す
ぺ
き
、
保
健
セ

ン
タ
ー
の
建
股
に
努
め
ま
す
。
 

老
朽
化
し

た
金
木
中
学
校

改
築
に
向
け
、
用
地
取
得
実

現
に
努
め
ま
す
．
 

以
上
所
懐
の

一
端
を
申
し
述

べ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
い

1
 

房
す
と
と
も

に
、
ご
健
勝
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
 

部
線
、

．神
田
橋
架
替
、
小
田
川

改
修
、
そ
れ
に
ば
ん
え
い
競
馬

‘
 

事
業
の
促
進
と
枚
挙
に
い
と
ま

の
な
い
ほ
ど
山
積
し
て
お
リ
ま

す
。
 
ー
 
ー
 

ー・
 
‘
 

昭
和
五
十
八
年
は
干
支

（
亥
 

)，
に
ち
む
み
猪
突
猛
進
、
 一
鳳

躍
進
の
年
と
し
で
最
大
の
努
力

を
傾
注
す
る
覚
悟
で
あ
か
ま
す

の
で
、
割
に
と
ぞ
倍
凪
の
ご
指

導
、
ご
鞭
趣
を
お
願
い
い
た
じ

ま
す
と
兆
に
皆
様
方
の
ご
多
幸

を
心
か
」ケ
お
祈
か
申
し
上
げ
ま
 

「
し
て
新
伯
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
 
ト
 

ノ
 

金
木
町
議
会
議
長
 

秋
 
元
 
武
 
治
 

、，
 

」
（
 



第102回町議会定例会 
提案理由を説明する古川町長 

―
今
ま
で
は
、
 

国
民
年
金
加
入

者
が
死
亡
し
た

場
合
、
加
入
期

間
三
年
以
上
一
一

十
年
米
満
で
あ

れ
ば
国
か
ら
一
一

万
三
千
円
の
弔

慰
金
が
遺
族
に
 

給
さ
れ
て
い

し
た
が
、
加
 

入
期
間
が
三
年
 

未
満
で
は
全
く
 

支
給
さ
れ
ま
せ
 

で
し
た
。
 

を国民年金被保健者死亡に関する 

金支給条例設置→I 

監
査
委
員
に
棟
方
さ
ん
 

固
定
資
産
評
価
委
員
に
は
 

奈
良
さ
ん
が
再
任
 

第
百
ニ
回
町
臓
会
定
例
会
が

十
ニ
月
＋
八
日
に
開
会
、
会
期

を
ニ
十
ニ
日
ま
で
の
五
日
間
と

決
め
た
後
、
全
議
案
を

一
括
上

程
。
古
川
町
長
が
提
案
理
由
を

脱
明
し
ま
し
た
。
 

＋
九
日
、
ニ
十
日
の
休
会
の

後
、
ニ
十
一
日
に
は
三
名
の
議

員
が

一
般
質
間
、
ニ
十
ニ
日
に

は
、
追
加
提
案
を
含
む
単
行
案

を
審
議
の
結
果
、
全
議
案
が
原

案
ど
お
り
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
 

可
決
さ
れ
た
譲
案
の
内
容
は

次
の
通
り
で
す
。
 

一
般
会
計
補
正
予
算
 

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第六

号
）
の
内
訳
を
説
明
し
ま
す
。
 

歳
入
で
は
，
国
庫
支
出
金
が

ニ
四
万
円
、
県
支
出
金
が
八
万

円
、
町
債
が
七
七
〇
万
円
で
袖

正
総
額
は
合
わ
せ
て
八

0
二
万

円
と
な
リ
ま
す
．
 

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は

四
月
か
ら
予
定
し
て
い
る
、
 一

部
事
務
の
機
械
化
に
伴
う
住
民

コ
ー
ド
作
成
委
託
料
が
三

O
〇

万
円
、
老
人
保
健
特
別
会
計
繰

出
金
が
一
六
三
万
円
，
土
地
改

良
事
業
関
係
の
負
担
金
や
補
助

金
が

一
一
三
万
円
な
ど
で
合
計
 
 八

〇
ニ
万
円
と
な
リ
、
子
算
総

領
は
歳
入
歳
出
と
も
ニ
十
八
億

一
．九
八
四
万
円
と
な
リ
ま
す
。
 

国
民
健
康
保
険
 

特
別
会
計
補
正
予
算
 

、
 

（
・
・
 

老
人
保
健
法
の
制
定
に
伴
い

今
ま
で
、
国
保
会
計
か
ら
支
払

い
し
て
い
た
七
十
歳
以
上

（
ね

た
き
リ
の
方
は
六
十
五
歳
以
上
）
 

の
方
の
医
療
費
が
老
人
保
健
特

別
会
計
か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
保
険
給
付
費
を

一
一
、
五
〇

O
万
円
減
額
し
、
こ
れ

を
老
人
保
健
拠
出
金
と
し
て
支

払
基
金
に
ま
わ
す
も
の
で
す
．
 

老
人
保
健
 

特
別
会
計
新
設
 

ニ
月
一
日
か
ら
老
人
保
健
法

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
．
 

老
人
保
健
特
別
会
計
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
。
 

歳
入
歳
出
総
額
は
、三
、二
八
 

O
万
円
で
、
歳
入
の
内
訳
は
、
 

支
払
基
金
交
付
金
が
二
，
二
九

八
万
円
、
国
庫
支
出
金
が
六
五

四
万
円
，
県
支
山
金
が
一
六
三
 
 万

円
、
 一
般
会
計
か
ら
の
操
入

金
が
一
六
三
万
円
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
．
 

一
方
歳
出
は
、
医
療
給
付
費

の
三
、

一
七
O
万
円
、
医
療
費

支
給
費
の

一
〇
三
万
円
が
主
な

も
の

で
す

。
 

 に
 

こ
の
条
例
が
定
め
ら
れ
た
こ

と
に
よ
リ
加
入
者
が
死
亡
し
た

場
合
、
保
険
料
納
付
期
間
が

一

年
米
満
で
五
千
円
、
 一
年
以
上

ニ
年
米
満
で

一
万
円
、
ニ
年
以

上
三
年
米
満
で
は
一
万
五
千
円

の
弔
思
金
が
そ
れ
ぞ
れ
町
か
ら

遺
族
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
リ
ま
す
。
 

成
田
済
明
さ
ん

（
金
木
）
の
 

、辞
任
に
伴
う
監
査
委
貝
に
棟
方

滑
八
郎
さ
ん

（
喜良
市
）
が
選

任
さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
は
、
奈
良
勝
美
さ
ん

（
喜良

市
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

成
田
さ
ん
長
い
間
ご
苦
労
様

で
し
た
。
 

▼
金
木
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給

及
び
災
害
援
穫
資
金
の
貸
付
に

関
す
る
条
例
の
」
部
改
正
 

▼
金
木
町
家
庭
本
仕
員
派
遺
手

数
料
微
収
条
例
 

▼
金
木
町
水
道
事
業
会
計
補
正
 
 

予
算

（第
二
号
）
 

▼
金
木
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
 

一
部
改
正
に
「
 

▼
人
権
擁
委
員
推
せ
ん
 

▼
金
木
消
防
署
兼
金
木
町
消
防
 

団
庁
舎
新
築
工
《
講
負
契
約
 奈良勝美さん 棟方清八郎さん 

金
木
町
国

民
健
康
保
険
 

条
例
が

一
部
改
正
 

社
会
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
 

千
円
の
過
料
を
科
し
て
い
ま
し

に
よ
リ
、
国
民
健
康
保
険
の
被
 

た
が
、
条
例
の

一
部
改
正
に
よ

保
険
者
の
資
格
を
失
っ
た
に
も
 

リ
、
今
後
は
ニ
万
円
に
引
き
上

か
か
わ
ら
ず
保
険
証
を
便
用
し
 
げ
ら

れ
ま
す
。
 

た
な
ど
の
場
合
、
今
ま
で
は
一
一
 

そ
の
ほ
か
に
 

決
ま
っ
た
こ
と
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新春インタビユ・一 

1 983舞● 

初夢 

新年おめでとうございます。昔から、 「1年

の計は元旦にあり」と申します。みなさんは、 

どんな夢を今年にかけられましたか？

ここでは、町内各地の老若男女20人のみなさん

に、新年の抱負を聞いてみました。 

後 	町．一 喜良市南本町’ 川‘介 嘉瀬東町 	ー 見崎町 

土岐 I 純也くん 中村 典子さん 其田 昌桂くん 小松 	尚〈ん 大橋 奈 々 さん 

齢頓小 5年（11歳） 喜良沖ノ」」4 讐（10歳） 川合小 3年（ 9 歳） 11 3 1Ti)i，世剃 
第 1保育所 (6i義). 

.',t、‘ 

正
月
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
公
園
で
タ

コ
あ
げ
を
し
て
避
び
ま
す
。
今
年
は
、
 

小
学
校
に
入
学
し
ま
す
が
、
友
だ
ち

の

の
リ
え
ち
ゃ
ん
と
同
じ
ク
ラ
ス

に
な
り

た
い
で
す
。
大
き
く
な
っ
た
ら
バ
ト
ン

ガ
ー
ル
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
．
 

お
年
玉
は
使
わ
な
い
で
貯
金
し
、
新

し
い
ス
キ
ー
を
買
い
ま
す
。
ス
キ
ー
が

大
好
き
な
の
で
、
大
き
く
な
っ
た
ら
ス

キ
ー
選
乎
に
な
り
た
い
で
す
。
春
に
は

年
生
に
な
る
の
で
、
今
か
ら
勉
強
す

る
の
が
楽
し
み
で
す
。
 

理
科
が
好
き
で
す
。
今
年
の
目
標
は

落
ち
つ
い
て
、
じ
っ
く
リ
も
の
を
考
え

る
子
ど
も
に
な
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
 

四
年
生
に
な
り
た
ら
野
球
ク
ラ
ブ
に
入

っ
て

一
生
懸
命
練
習
し
、
原
辰
徳
選
手

み
た
い
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

正
月
に
お
年
玉
を
た
く
さ
ん
も
ら
い

ま
し
た
。
か
お
り
さ
ん
と
仲
良
し
で
す
。
 

算
数
が
大
好
き
で
す
が
、
五
年
生
に
な

っ
た
ら
に
が
手
の
教
科
も
勉
強
し
士
土
％

音
楽
ク
ラ
プ
で
ピ
ア
ノ
や
オ
ル
ガ

ン
を

ひ
ぐ
の
が
楽
し
み
で
す
。
 

・
 

・
ー

→

、
 

，
 

（
 
ー
・
い
・
1
 

ー
 

叫
 

休
育
が
大
好
き
で
す
．
去
年
は
喜
良
 

市
の
相
撲
大
会
で
六
位
で
し
た
が
「
今

年
は
し
っ
と
棟
習
し
て
優
勝
じ
た
い
で
 

い
 
‘
．ー

 
，
 

・
 
‘
 
、
ー、
 
“
ー
 

す
。
春
に
な
れ
ば
出
稼
中
の
両
親
が
帰

る
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
 



後 町 

土岐 栄喜くん

金木南中 2年（14歳） 

生
徒
会
長
に
な
っ
た
の
で
、
今
年
は

生
徒
会
組
織
の
強
化
と
、
南
中
発
展
の

た
め
頑
張
リ
ま
す
。
ま
た
，
三
年
生
に

な
る
の
で
プ
ラ
バ
ン
の
チ
ュ
ー
バ
の
練

習
に
熱
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
進
学
め

ざ
し
て
勉
強
に
も
精
を
出
し
ま
す
。
 

学
校
で
は
体
育
が
大
好
き
で
す
。
ク

ラ
ブ
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や
っ
て
い

ま
す
が
、
あ
ま
り
上
手
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
中
学
校
に
入
っ
た
ら
ク
ラ
プ
活
動

を
や
る
つ
も
リ
で
す
が
、
ど
の
ク
ラ
プ

に
入
っ
た
ら
い
い
か
考
え
中
で
す
。
 

新富町 響』 

神 実歌子さん

金木小6年（12歳） 

神明町 

石戸谷恒鋭くん

金木巾 2年（14歳） 

去
年
は
北
五
中
学
校
体
育
大
会
相
撲

個
人
戦
で
惜
し
く
も
二
位
で
し
た
が
、
 

今
年
は
、
心
技
を
研
い
て
優
勝
を
め
ざ

し
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
会
長
に
な
っ
た

の
で
、
委
員
会
活
動
を
活
発
に
し
規
律

を
正
す
た
め
が
ん
ば
り
ま
す
。
 

仕
事
柄
、

い
ろ
い
ろ
な
赤
ち
ゃ
ん
と

出
会
い
ま
す
。
子
供
は
素
直
で
正
直
、
 

ほ
ん
と
う
に
か
わ

い
い
も
の
で
す
。
今

年
こ
そ
グ
早
く
こ
の
よ
う
な
赤
ち
ゃ
ん

が
欲
し

い
で
す
。
で
も
そ
れ
に
は
相
手

が
必
要
。
お
ム
コ
さ
ん
ヤ
ー
イ
。
 

つ
 

残
る
高
校
時
代
を
思
う
存
分
楽
し
み

悔

い
の
な
い
よ
う
勉
強
し
て
お
き
ま
す
。
 

就
職
も
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
入
社
が

楽
し
み
で
す
が
、
働
き
な
が
ら
洋
裁

を

勉
強
し
て
、
二
級
洋
裁
技
術
検
定
に
合

格
す
る
の
が
目
標
で
す
。
 

、
【
，

吃
い
 

，
昌
 

ー
 
一
，
 

【
一
  
，
 

'
 

×
 

神明町 

エ藤 睦子さん 
役場保健婦 (23歳） 

下沢部 

白 川 恵さん

金木高校 3年（18歳） 

》
・
？
 

(5） 金木だよ“ 



去
年
は
製
材
業
界
も
不
況
で
．

パ
ッ

と
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
景
気

回
復
、
商
光
繁
盛
と
い
き
た
い
。
朝
野

球
“
嘉
瀬
ク
ラ
ブ
ー
チ
ー
ム
の
監
督
を

や
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
こ
そ
優
勝
の

美
酒
に
酔
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

金木だよ り （6) 

水
川
、
リ
ん
ご
、・・
肉
牛
、
し
い
た
け

の
複
合
農
業
で
す
。
し

か
た
け
栽
培
は

本
格
的
に
始
め
て
五
年
目
に
な
リ
ま
す

が
、
今
年
の
目
標
は
、
し

い
た
け
栽
培

を
軌
道
に
の
せ
る
た
め
、
原
木
を
確
保

し

一
万
本
経
営
の
実
現
で
す
。
 

!，神明町 

石戸谷秀ーさん 

,吐茎 ふ
・
 

'
 

仕
小
柄
、
患
者
さ
ん
と
接
触
す
る
の

は
栄
養
指
導
の
時
だ
け
で
す
か
ら
、
献

立
づ
く
リ
に
気
を
つ
か
い
ま
す
。
今
秋

に
は
病
院
も
完
成
、
設
備
の
格
っ
た
栄

養
指
導
蹴
も
で
き
る
よ
う
で
す
の
で
、
 

今
か
ら
張
リ
切
っ
て
い
ま
す
。
 

若松町 

石川・双美さん― , 
金木病院栄養士（33歳） 

材
質
の
良
い
 
．ヒ
パ
ー
が
少
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
ま
で
に
ヒ
ッ
ト

し
た
4

ヒ
バ

ー
刀
彫
一
や
中
わ
っ
ば
弁

当
4

に
変
わ
る
新
製
品
を
研
究
開
発
す

る
の
が
今
年
の
目
槻
で
す
。
 

ね
た
き
リ
の
お
年
寄
リ
が
、
生
き
が

い
の
も
て
る
生
活
環
境
づ
く
リ
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
町
内
の
皆
さ

ん
に
老
人
ホ
ー
ム
の
機
能
を
提
供
し
、
 

入
聞
し
て
い
る
お
年
寄
リ
と
の
交
流
を

図
リ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

1 撒帰歯 
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・二、，一「」にI●ジF散‘ 

一
 

、ノ
、
 



昭
和
五
十
ハ年
 

新
春
 

イ
ン
タ
ビ
ユー

 

(7） 金木だよ‘) 

水
田
の
ほ
か
、
乳
牛
を
三
十
六
頭
飼

っ
て
お
リ
、
春
に
仔
牛
が
生

ま
れ
る
の

が
楽
し
み
で
す
。
去
年
は
転
作
牧
草
の
 

.
 

販
売
は
赤
字
。
今
年
は
仔
牛
を
育
て
経

営
規
模
を
拡
大
し
、
転
作
牧
草
を
自
家

消
費
に
向
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
 

剖

臓
 

鍵
三
1占
 退
 
八

十
歳
ま
で
は
仕
事
に
精
を
出
し
た
い
 

」
り
ー勺

と
「
 
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
の
和
合
に
 

『》
！切
 

努
力
し
．
安
全
運
転
に
徹
し
て
二
十
五
 

，
 
酷
 
年

に
な
る
自
動
車
運
転
歴
と
無
事
故
無

野
宮

農
 

違
反
の
記
録
を
伸
ば
す
つ
も
リ
で
す
・
 

ん

い
い
 
今

年
も
禁
酒
禁
煙
で
健
康
に
心
が
け
 

健
康
を
第

一
と
考
え
、
昨
年
果
た
し

得
な
か
っ
た
、
起
床
後
の
十
分
間
体
操

を
新
鮮
な
空
気

の
中
で
ぜ
ひ
実
行
し
た

い
。
年
は
経
て
も
、
気
分
は
満
年
、
 ハ

ナ
垂
れ
小
憎
。
今
年
も
子
ど
も
ら
と
と

も
に
頑
張
り
た
い
。
 

子
ど
も
は
宝
で
す
。
 

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
、
新
し
く
発

展
す
る
金
木
町
を
創
リ
出
す
原
動
力
は

子
ど
も
達
で
す
。
こ
の
子
等
を
立
派
に

育
て
る
た
め
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
と

手
を
取
り
合
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
 

今
年
で
、
民
生
委
員
と
し
て
九
年
目

に
な
り
ま
す
が
、
話
し
相
手
の
い
な

い

一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
の
た
め
に
、
 

今
ま
で
の
経
験
を
フ
ル
に
生
か
し
て
、
 

少
し
で
も
生
き
が
い
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
頑
張
リ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

上小栗崎二 

中 谷 弘さん

金木小教諭（51歳）・ 

‘見崎町 

う工良 義秋さん

民生委員（63歳〉 

喜良市下町 

今 ト シさん 

，町子連事務局（60歳） 


